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二
〇
二
三
年
度

教
養
学
部
長
と
の
懇
談
会
に
つ
い
て

四
月
十
五
日
（
土
）、
東
京
大
学
教
養
学
部
と
東

大
駒
場
友
の
会
の
共
催
で
「
新
入
生
保
護
者
と
教
養

学
部
長
の
講
演
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

友
の
会
で
最
も
重
要
と
も
い
え
る
年
中
行
事
で
し

て
、
多
く
の
会
員
に
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
素
晴
ら
し

さ
│
そ
の
歴
史
と
現
状
、
多
様
な
人
材
と
美
し
い
風

景
│
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
昼
食
を
取
り
な
が
ら
の
懇
談
会
は
実
施

で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
対
面
方
式
の
参
加
者
は
講

演
会
に
加
え
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
二
〇
二
〇
、
二
〇

二
一
、
二
〇
二
二
の
三
年
間
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
開

催
を
見
送
っ
た
た
め
、
今
回
は
そ
の
間
に
入
学
し
た

保
護
者
の
方
々
に
も
枠
を
拡
げ
ま
し
た
。
そ
れ
も

あ
っ
て
、
対
面
方
式
に
は
実
に
四
五
〇
名
も
の
申
し

込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
会
場
の
一
三
二
三
教
室
を
訪

れ
た
新
入
生
保
護
者
と
在
校
生
保
護
者
の
皆
さ
ま

は
、
学
部
長
講
演
会
の
後
、
三
〇
名
を
超
え
る
随
行

教
員
と
キ
ャ
ン
パ
ス
を
散
策
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
木
畑
洋
一
・
東
大
駒
場
友
の
会
会
長
よ

り
、
新
入
生
と
新
入
会
員
の
ご
家
族
の
皆
さ
ま
へ
の

祝
辞
と
友
の
会
の
歴
史
に
つ
い
て
ご
案
内
が
あ
り
、

ま
た
日
本
の
数
理
研
究
を
牽
引
し
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス

の
数
学
教
育
を
支
え
て
い
る
数
理
科
学
研
究
科
に
つ

い
て
、
斎
藤
毅
・
同
研
究
科
長
よ
り
ご
挨
拶
い
た
だ

き
ま
し
た
。
続
い
て
、
四
月
よ
り
総
合
文
化
研
究
科

長・教
養
学
部
長
に
着
任
さ
れ
た
真
船
文
隆
先
生
が
、

入
学
式
で
の
祝
辞
よ
り
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気

の
な
か
、
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
教
養
学
部
の
歴
史

と
東
大
全
体
に
お
け
る
位
置
付
け
、
前
期
課
程
と
後

期
課
程
、
大
学
院
か
ら
な
る
三
層
構
造
、
授
業
の
数

と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
、

さ
ら
に
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の
意
義
と
化
学
と

物
理
学
を
架
橋
す
る
ご
本
人
の
研
究
に
も
言
及
さ
れ

ま
し
た
。
理
系
と
文
系
の
学
生
が
交
流
す
る
こ
と
の

意
義
を
強
調
さ
れ
た
点
が
、
と
く
に
印
象
に
残
り
ま

し
た
。

そ
の
後
、
十
五
分
と
い
う
時
間
の
制
約
の
中
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
保
護
者
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
こ
と
に
つ
い
て
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず

駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
研
究
と
教
育
を
支
え
る
事
務
部

の
紹
介
が
あ
り
、
永
井
久
美
子
先
生
に
よ
る
進
学
情

報
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
、
細
野
正
人
先
生
に
よ
る
学
生

相
談
所
の
紹
介
、
矢
野
ゆ
き
相
談
員
と
金
城
里
奈
相

談
員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
所
の
紹
介
、
清
水

晶
子
先
生
に
よ
るD

&
I

教
育
（
お
よ
びS

aferS
pa

ce

）
の
紹
介
、
そ
し
て
友
の
会
と
か
か
わ
り
の
深
い

高
校
生
と
大
学
生
の
た
め
の
金
曜
特
別
講
座
に
つ
い

て
の
新
井
宗
仁
先
生
に
よ
る
紹
介
、と
続
き
ま
し
た
。

定
刻
通
り
に
懇
親
講
演
会
が
閉
会
し
た
の
ち
、
教

員
一
名
あ
た
り
十
名
前
後
の
保
護
者
と
グ
ル
ー
プ
を

作
っ
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
ご
案
内
し
ま
し
た
。
案
内

役
の
先
生
の
説
明
や
自
己
紹
介
を
聞
き
な
が
ら
、
戦

前
か
ら
残
る
校
舎
や
講
堂
と
モ
ダ
ン
な
建
造
物
と
の

対
照
、
雨
に
打
た
れ
る
が
ゆ
え
に
瑞
々
し
い
銀
杏
並

木
や
オ
リ
ー
ブ
な
ど
、
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
魅
力
を

体
感
さ
れ
た
は
ず
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
さ
れ

た
一
五
〇
名
の
皆
さ
ま
に
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
紹
介

ビ
デ
オ
を
放
映
し
た
の
ち
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
と

見
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
折
茂
克
哉
先
生
に
解
説
い
た
だ

き
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
充
実
し
た

講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。
お
越
し
い
た
だ
い
た
保
護

者
の
皆
さ
ま
、
快
く
協
力
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
い

た
教
職
員
の
皆
さ
ま
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
（
受
田
宏
之
・
東
大
駒
場
友
の
会
事
務

局
長
）。

社
員
総
会
・
理
事
会
と

活
動
報
告
会
に
つ
い
て

今
回
で
四
回
目
と
な
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の

「
社
員
総
会
・
理
事
会
」
を
六
月
十
日
（
土
）
に
開

催
し
、
昨
年
度
の
事
業
・
会
計
の
報
告
と
今
年
度
の

活
動
計
画
と
予
算
に
つ
い
て
役
員
に
よ
る
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
向
け
て
の
「
活
動
報
告
会
」
の
開

催
ス
タ
イ
ル
も
検
討
を
重
ね
た
結
果
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
と
し
、
遠
方
に
お
住
ま
い
の
会
員
の
皆
様
に
も
多

数
ご
視
聴
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
以
前
は
、
活
動
報
告
会
後
に
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
形

式
の
「
懇
親
会
」
を
行
い
、
会
員
の
皆
様
と
当
会
役

員
や
運
営
に
携
わ
る
現
役
教
員
と
が
語
ら
う
機
会
を

設
け
て
お
り
ま
し
た
。
来
年
こ
そ
は
駒
場
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
親
し
く
集
え
る
こ
と
を
願

い
、
企
画
と
運
営
に
努
め
ま
す
。

今
年
度
も
教
養
学
部
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、

駒
場
の
教
育
研
究
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
る
活
動
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
活
動
報
告
会
」
の
配
信
に
先
が
け
て
行
わ
れ
た

社
員
総
会
で
の
審
議
を
受
け
、
理
事
会
で
協
議
・
承

認
さ
れ
た
二
〇
二
二
年
度
事
業
・
会
計
報
告
と

二
〇
二
三
年
度
事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て
こ
こ
に

ご
報
告
し
ま
す
。（
当
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
詳
細
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
）

二
〇
二
二
年
度
事
業
報
告

Ⅰ

懇
談
会
・
講
演
会
の
開
催
（
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
、

ま
た
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
）、
そ
の
他
の
事

業

一

新
入
生
保
護
者
と
教
養
学
部
長
と
の
懇
談
会

（
四
月
九
日
）
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二 

秋
の
講
演
会
（
十
月
二
二
日
）

三 
味
覚
の
ア
ト
リ
エ
＠
駒
場
（
一
月
二
一
日
）

四 
金
曜
特
別
講
座
（
受
講
案
内
）

五 
学
事
カ
レ
ン
ダ
ー
製
作

六 

音
楽
演
奏
会
開
催
へ
の
協
力

Ⅱ 

寄
付
事
業

「
学
生
の
た
め
の
寄
付
」
事
業
を
実
施
し
、
会
員

有
志
や
新
入
生
保
護
者
有
志
（
の
べ
五
一
九
名
）
の

皆
様
か
ら
総
額
三
、六
二
九
、〇
〇
〇
円
の
寄
付
金
を

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
。
主
な
寄
付
先
と
使
途
は
以
下

の
通
り
。
駒
場
図
書
館
学
生
用
図
書
（
九
九
九
、

九
〇
七
円
）、
駒
場
祭
協
賛
（
四
〇
万
円
）、
五
月
祭

協
賛
（
二
三
万
円
）、
学
生
団
体
へ
の
支
援
（
四
団

体
へ
合
計
八
六
三
、六
五
二
円
）、
駒
場
博
物
館
（
特

別
展
広
報
活
動
へ
の
支
援
、
六
五
五
、六
五
五
円
）、

金
曜
特
別
講
座
へ
の
支
援（
三
九
、七
一
〇
円
）。な
お
、

寄
付
事
業
経
費
四
七
、二
〇
一
円
と
合
わ
せ
、
寄
付

支
出
の
合
計
は
五
、七
二
九
、八
九
九
円
。

Ⅲ 

広
報
活
動 

一 

会
報
第
三
九
号
（
二
〇
二
二
年
九
月
三
〇
日
）、

第
四
〇
号
（
二
〇
二
三
年
三
月
十
五
日
）

二 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

https://tom
onokai.c.u-tokyo.ac.jp/

Ⅳ 

会
員
数

二
〇
二
三
年
三
月
三
一
日
（
期
末
）　

終
身
会
員

一
七
四
名
、
通
常
会
員
三
七
八
名
、
会
友
会
員
二
、

三
一
〇
名
（
合
計
二
、八
六
二
名
）。
一
高
同
窓
会
会

員
一
三
一
名
、
東
高
同
窓
会
会
員
五
四
名
。 

Ⅴ 

理
事
会
・
社
員
総
会
や
会
議
の
開
催

一 

理
事
会
・
総
会
の
開
催
（
六
月
十
八
日
）

二 

事
務
局
運
営
会
議
の
定
期
開
催
（
六
月
十
四

日
、十
月
三
一
日
、一
月
二
三
日
、四
月
一
〇
日
）

※
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催

二
〇
二
三
年
度
事
業
計
画

Ⅰ 

懇
談
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
な
ど
の
開
催

一 

新
入
生
保
護
者
と
教
養
学
部
長
と
の
懇
談
会

（
四
月
十
五
日
に
現
地
開
催
と
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
に
て
実
施
済
）

二 

講
演
会
等
の
開
催　

主
催
講
演
会
の
開
催
は

じ
め
教
養
学
部
や
研
究
室
主
催
の
社
会
連
携

文
化
行
事
へ
の
協
力

三 

「
味
覚
の
ア
ト
リ
エ
＠
駒
場
」（
ル
ヴ
ェ
ソ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
共
催
）

四 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

情
報
発
信
の
拡
充
と
各
種
手
続
き
の
利
便
性

向
上
を
目
的
と
し
て
七
月
に
新
サ
イ
ト
公
開
。

継
続
的
に
機
能
拡
充
予
定

※
ロ
グ
イ
ン
の
た
め
に
新
パ
ス
ワ
ー
ド
を
設
定
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
別
途
送
信
の
会

員
宛
メ
ー
ル
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、設
定
の
程
、

お
願
い
致
し
ま
す
。

五 

音
楽
活
動
の
支
援
（
教
養
学
部
オ
ル
ガ
ン
委

員
会
、
ピ
ア
ノ
委
員
会
主
催
の
演
奏
会
に
協
賛

す
る
）

Ⅱ 

寄
付
事
業

「
学
生
の
た
め
の
寄
付
」
と
し
て
寄
せ
ら
れ
る
寄

付
金
を
活
用
し
、
教
養
学
部
お
よ
び
駒
場
祭
を
は
じ

め
と
し
た
学
生
の
自
主
活
動
へ
の
寄
付
、
教
員
か
ら

の
提
案
へ
の
支
援
を
継
続
し
、
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
、

三
鷹
国
際
学
生
宿
舎
等
の
教
育
研
究
の
環
境
の
向
上

と
多
様
化
に
協
力
す
る
。

Ⅲ 

広
報
活
動

一 

会
報
第
四
一
号
、
第
四
二
号

二 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト 

https://tom
onokai.c.u-tokyo.ac.jp/

Ⅳ 

理
事
会
・
社
員
総
会
や
各
種
委
員
会
の
開
催

一 

理
事
会
・
社
員
総
会
・
活
動
報
告
会
・
会
員

懇
談
会
の
開
催
（
六
月
十
日
実
施
済
）

二 

事
務
局
運
営
会
議
の
開
催
（
年
四
回
）

曖
昧
な
駒
場
の
私

ト
ム
・
ガ
リ
ー

こ
の
間
、「
敬
語
」
と
い
う
単
語
の
ロ
ー
マ
字
表

記
に
つ
い
て
、
日
本
語
教
育
者
と
ち
ょ
っ
と
し
た
諍

い
が
あ
っ
た
。
そ
の
教
育
者
が
担
当
す
る
授
業
で
は 

keego 

を
学
ぶ
、
と
そ
の
授
業
の
英
語
案
内
に
書

か
れ
て
い
た
。
そ
れ
は keigo 

と
書
く
べ
き
で
は
な

い
か
と
私
が
言
っ
た
ら
、「
い
え
い
え
、
こ
ち
ら
の
日

本
語
コ
ー
ス
で
は keego 

と
書
く
」
と
返
さ
れ
た
。

そ
れ
は
腑
に
落
ち
な
か
っ
た
。
や
は
り keigo 

が

正
し
い
と
私
は
思
っ
た
。

私
が keigo 

に
こ
だ
わ
る
理
由
は
、
四
〇
年
前
に

最
初
に
使
っ
た
日
本
語
教
科
書
に
「
敬
語
」
が 

keigo

、「
生
徒
」
が seito

、「
丁
寧
」
が teinei 

と

書
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
私
に
と
っ
て
馴
染
み

の
あ
る
表
記
が 

ei 

で
あ
る
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。

例
え
ば
、「
明
治
」
が
付
く
会
社
名
は M

eeji 

で
は

な
く M

eiji 

と
書
く
し
、
大
リ
ー
グ
で
活
躍
し
て
い

る
大
谷
翔
平
も S

hohee 

で
は
な
く S

hohei 

と

ロ
ー
ス
タ
ー
に
名
前
が
載
る
。

そ
こ
で
、
私
は
反
論
す
る
こ
と
に
し
た
。
反
論
の

根
拠
と
し
て
、
教
養
学
部
の
英
語
部
会
が
二
〇
〇
九

年
に
公
表
し
た
「
日
本
語
の
ロ
ー
マ
字
表
記
の
推
奨

形
式
」
と
い
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
持
ち
出
し
た
。
こ
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
れ
ば
、
ヘ
ボ
ン
式
で
は
「
敬
語
」

を keigo 
と
表
記
す
る
の
で
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
す
べ

き
だ
と
私
は
主
張
し
た
。

実
は
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
元
々
、
私
の
提
案
で

作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
担
当
し
て
い
た
一
年

生
向
け
の
英
語
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
授
業
で
、
学
生
た
ち

が
書
い
た
日
本
の
人
名
や
地
名
の
ス
ペ
ル
は
バ
ラ
バ

ラ
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、同
じ
ペ
ー
パ
ー
の
中
で
、「
竜

安
寺
」
が R

youanji 

と
も R

y ōan-ji 

と
も
、 

R
yoandi 

や R
yoh-an-ji 

と
も
表
記
さ
れ
て
い
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
ヘ
ボ
ン
式
を
推
奨
し
て
い
る
が
、

一
部
の
学
術
分
野
で
は
訓
令
式
も
使
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
も
認
め
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
ヘ
ボ

ン
式
で
も
訓
令
式
で
も
「
敬
語
」
を keego 

と
は

書
か
な
い
の
で
、
そ
の
日
本
語
授
業
の
案
内
で
は

や
っ
ぱ
り keigo 

と
書
く
べ
き
だ
と
、
私
は
そ
の
日

本
語
の
先
生
に
再
主
張
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
先
生
か
ら
と
て
も
も
っ
と
も
な
反

論
が
あ
っ
た
。
そ
の
コ
ー
ス
で
は
、
日
本
語
の
実
際

の
発
音
に
近
い
表
記
を
使
う
方
針
で
あ
る
と
い
う
。

確
か
に
、「
敬
語
」
の
標
準
語
発
音
は
「
け
え
ご
」

で
あ
る
。
外
国
人
に keigo 

と
表
記
す
る
と
、「
け
・

え
・
ご
」
で
は
な
く
、「
け
・
い
・
ご
」
と
発
音
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
発
音
に
近
い keego 

を
使
う
こ
と
に
し
た
の
だ
、
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

な
る
ほ
ど
、
と
私
は
思
っ
た
。
こ
の
コ
ー
ス
の
方

針
は
、
ま
ず
日
本
語
の
口
語
を
習
得
さ
せ
、
そ
の
後

に
文
字
体
系
を
教
え
る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
学

術
的
な
文
章
で
は keigo 

と
書
く
が
、
こ
の
コ
ー
ス

で
は
話
し
言
葉
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
私

自
身
は
四
〇
年
前
に
日
本
語
を
学
び
始
め
た
際
、
ま

ず
読
み
書
き
を
学
び
た
か
っ
た
が
、
話
せ
る
こ
と
を

優
先
し
た
い
学
習
者
も
多
い
。
そ
し
て
、
第
二
言
語

習
得
論
に
基
づ
き
口
語
を
重
視
す
べ
き
だ
と
い
う
立

場
も
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
私
は
も
う
反
論
し
な

く
な
っ
た
。
む
し
ろ
、
そ
の
明
確
な
教
育
方
針
は
尊

敬
に
値
す
る
と
感
じ
た
。

私
は
十
七
年
間
、
駒
場
の
英
語
部
会
に
所
属
し
て

い
た
。貴
重
な
同
僚
た
ち
と
共
に
教
材
を
作
っ
た
り
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
し
た
り
す
る
中
で
、
非
常
に
充
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実
し
た
時
間
を
過
ご
し
た
。
し
か
し
、
最
後
ま
で
駒

場
の
英
語
教
育
の
基
本
方
針
に
は
明
確
で
な
い
部
分

が
あ
る
と
感
じ
て
い
た
。「
敬
語
」
を keego 

と
書

く
日
本
語
コ
ー
ス
と
同
様
に
話
し
言
葉
を
重
視
し
て

授
業
を
英
語
の
み
で
行
う
教
員
も
い
れ
ば
、
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
英
文
の
解
読
と
和
訳
を
重
視
す
べ
き
だ
と
確

信
す
る
教
員
も
い
た
。
受
験
勉
強
を
終
え
て
い
よ
い

よ
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
学
生
が
相
当
数

い
た
が
、
よ
り
深
く
、
よ
り
正
し
く
文
法
や
語
彙
を

究
め
た
い
学
生
も
い
た
。
東
京
大
学
で
何
の
た
め
に

英
語
を
勉
強
す
る
か
に
つ
い
て
の
明
確
な
コ
ン
セ
ン

サ
ス
が
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。

駒
場
の
教
養
教
育
に
つ
い
て
も
、
そ
の
目
的
が
曖

昧
で
あ
る
と
、
最
近
で
は
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。「
人

文
学
と
自
然
科
学
両
方
の
基
礎
を
学
ぶ
」「
幅
広
く

知
識
を
自
由
に
探
求
す
る
」「
批
判
的
思
考
力
を
身

に
つ
け
る
」「
い
ろ
い
ろ
試
し
て
か
ら
自
分
に
合
う

専
門
を
選
ぶ
」
な
ど
、
様
々
な
考
え
方
が
あ
る
が
、

ど
れ
が
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
か
、
ど
れ
を
排
除
し

て
も
よ
い
か
、
大
学
側
で
も
学
生
側
で
も
共
通
理
解

が
な
い
よ
う
だ
。

で
も
私
は
今
、
駒
場
の
教
育
の
目
的
が
曖
昧
で
あ

る
こ
と
は
駒
場
の
教
育
の
強
み
で
も
あ
る
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
学
生
た
ち
が
後
に
出
て
い
く
社
会

も
人
類
を
待
つ
未
来
も
朧
げ
な
限
り
で
あ
る
。
確
定

さ
れ
た
知
識
体
系
の
み
で
そ
の
未
知
の
未
知
に
は
対

応
で
き
そ
う
も
な
い
。
大
学
で
二
年
間
、
い
ろ
い
ろ

勉
強
し
な
が
ら
そ
の
勉
強
の
内
容
と
方
法
と
重
要
性

を
懐
疑
す
る
こ
と
は
と
て
も
貴
重
な
経
験
に
な
る
は

ず
だ
、
と
私
は
思
う
。
確
か
で
は
な
い
が
。

（
名
誉
教
授
・
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
）

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ

ス
と
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
国
際
化

大
澤
麻
里
子

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
は
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
の
一
部
門
と
し
て
設
立
さ
れ
、
今
年
で
十

年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
留
学

生
（
特
に
英
語
対
応
を
必
要
と
す
る
留
学
生
）
の
支

援
、
留
学
や
国
際
交
流
に
関
心
の
あ
る
在
校
生
へ
の

サ
ポ
ー
ト
、
学
生
間
の
国
際
交
流
を
促
す
こ
と
が
活

動
の
柱
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
設
立
当
時
は
、
Ｐ
Ｅ

Ａ
Ｋ
（
教
養
学
部
英
語
コ
ー
ス
）
が
ス
タ
ー
ト
し
た

ば
か
り
で
、
教
養
学
部
の
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
（
短
期
交
換

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
で
の
受
け
入
れ
・
送
り
出
し
学

生
も
三
〇
名
弱
と
小
規
模
な
も
の
で
し
た
が
、
こ
の

十
年
で
東
大
の
国
際
化
を
巡
る
状
況
は
大
き
く
変

化
し
ま
し
た
。
全
学
レ
ベ
ル
と
部
局
レ
ベ
ル
の
双
方

で
、
様
々
な
形
態
の
留
学
・
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
整
備
さ
れ
、
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ
留
学
生
の

数
も
、
駒
場
か
ら
留
学
す
る
学
生
の
数
も
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
多
様
化
に
伴
っ
て
急
増
し
て
い
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
に
入
り
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
人
の
往

来
が
物
理
的
に
停
止
し
た
こ
と
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の

国
際
化
に
と
っ
て
は
大
き
な
痛
手
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
間
、
海
外
と
の
繋
が
り
が
途
絶
え
た
わ
け

で
は
な
く
、
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
、
協

定
校
の
学
生
と
の
交
流
会
や
言
語
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
た
り
、
海
外
在
住
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
お
話
し
を
伺
っ
た
り
と
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
海
外
と
繋
が
る
と
い
う
経
験
が
蓄
積
さ

れ
、国
境
を
越
え
て
の
移
動
が
復
活
し
た
現
在
で
も
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流
や
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
選
択

肢
の
１
つ
と
し
て
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
の
オ
フ
ィ
ス
に
お
け
る
主
な
業
務
の
一
つ
は
学

生
の
送
り
出
し
の
サ
ポ
ー
ト
で
す
。
学
生
が
海
外
へ

の
関
心
を
高
め
る
き
っ
か
け
を
作
り
、
一
歩
外
へ
踏

み
出
す
後
押
し
を
す
る
こ
と
、
そ
し
て
駒
場
キ
ャ
ン

パ
ス
で
学
ぶ
留
学
生
と
ロ
ー
カ
ル
生
を
繋
げ
、
意
義

あ
る
交
流
を
促
す
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
学
生
か
ら
は
「
ど
う
せ
、
留
学
や
国
際
交
流
は

意
識
高
い
系
が
す
る
こ
と
」、「
英
語
が
話
せ
な
い
か

ら
不
安
」
と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
思
い
込
み
を
払
拭
し
、
学
生
の
留
学
や
国
際
交

流
に
対
す
る
心
理
的
な
敷
居
を
下
げ
る
た
め
の
工
夫

と
し
て
、
教
職
員
が
前
面
に
立
つ
の
で
は
な
く
、
学

生
が
主
体
と
な
り
、
学
生
同
士
が
学
び
合
え
る
場
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
交
換
留
学

の
経
験
者
を
学
生
留
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
雇
用

し
た
り
、
東
大
で
学
ぶ
交
換
留
学
生
と
留
学
や
海
外

に
興
味
の
あ
る
ロ
ー
カ
ル
生
を
繋
げ
る
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

大
学
の
制
度
を
利
用
し
て
の
海
外
留
学
の
チ
ャ
ン

ス
は
大
幅
に
広
が
っ
て
お
り
ま
す
が
、
利
用
す
る
学

生
は
ま
だ
少
数
派
で
す
。
例
え
ば
全
学
交
換
留
学
の

派
遣
枠
は
五
七
〇
以
上
も
あ
り
ま
す
が
、
現
時
点
で

二
〇
〇
枠
ほ
ど
し
か
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
勿
論
、

留
学
は
保
護
者
の
経
済
的
な
負
担
も
大
き
く
、
特
に

円
安
が
進
ん
で
い
る
現
状
で
は
、
誰
に
で
も
薦
め
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
の
も
事
実
で
す
。
し
か
し
、
一

年
生
の
う
ち
か
ら
計
画
的
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
貯

金
を
し
た
り
、
奨
学
金
制
度
を
探
し
た
り
、
生
活
費

や
渡
航
費
が
安
い
留
学
先
や
、
参
加
費
補
助
の
手
厚

い
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
探
し
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
た
り
と
、
早
く
か
ら
行
動

を
起
こ
し
、
適
切
な
情
報
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

留
学
の
可
能
性
も
広
が
り
ま
す
。

費
用
や
語
学
力
、
就
活
や
進
学
先
と
の
兼
ね
合
い

な
ど
、
様
々
な
理
由
か
ら
留
学
を
す
る
こ
と
が
難
し

い
学
生
も
い
ま
す
。
し
か
し
、
多
数
の
留
学
生
が
在

籍
し
て
い
る
東
大
で
は
、
気
軽
な
昼
休
み
の
交
流
イ

ベ
ン
ト
か
ら
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ

た
共
修
型
授
業
ま
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
留
学
生
と

共
に
学
べ
る
チ
ャ
ン
ス
が
無
数
に
あ
り
、
留
学
に
匹

敵
す
る
よ
う
な
学
び
を
得
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

学
生
の
う
ち
に
多
様
な
文
化
に
触
れ
、
様
々
な
背

景
を
持
つ
人
々
と
対
話
し
、
共
に
考
え
、
共
に
行
動

す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
る
上
で
必
要
不

可
欠
な
経
験
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
異
な
る
価

値
観
と
対
峙
し
、
自
ら
の
価
値
観
や
常
識
が
覆
さ
れ

る
経
験
は
刺
激
的
で
、
面
白
く
も
あ
り
ま
す
が
、
同
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時
に
均
衡
を
崩
さ
れ
る
こ
と
は
、
不
安
で
、
不
愉
快

で
も
あ
り
ま
す
。
私
自
身
も
留
学
中
や
海
外
勤
務

中
に
、
現
地
の
人
々
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
波
風
を

立
て
た
く
な
い
が
た
め
に
、
問
題
に
深
く
踏
み
込
ま

ず
、
意
見
の
対
立
を
避
け
た
り
、
受
け
流
し
た
り
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
失
敗
し
た
経
験
が

多
々
あ
り
ま
す
。
学
生
に
は
、
異
な
る
意
見
や
立
場

を
排
除
し
た
り
、
無
視
し
た
り
せ
ず
に
、
違
い
を
認

識
し
て
、
一
旦
受
け
止
め
た
上
で
、
ぶ
つ
か
っ
た
り
、

歩
み
寄
っ
た
り
、
新
た
な
道
を
模
索
し
た
り
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
他
者
と
関
わ
る
経
験
を
積
ん
で
成
長

し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
や
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
学
内
の
様
々

な
部
署
が
企
画
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
情
報
を
全
て

集
約
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
学
生
に
と
っ
て
は
分
か

り
辛
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
に

は
、
是
非
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
に

立
ち
寄
っ
て
、気
軽
に
ご
相
談
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（https://tw
itter.com

/U
TokyoK

om
abaG

O

）

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
・

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
、
講
師
）

東
京
大
学
運
動
会
応
援
部
の
思
い
出

令
和
五
年
卒　
杉
田
南
実

こ
ん
に
ち
は
。
令
和
五
年
に
東
京
大
学
を
卒
業
致

し
ま
し
た
、
杉
田
南
実
と
申
し
ま
す
。
私
は

二
〇
一
九
年
に
東
京
大
学
文
科
三
類
に
入
学
し
、

二
〇
二
一
年
の
進
学
選
択
で
は
教
養
学
科
超
域
文
化

科
学
分
科
表
象
文
化
論
コ
ー
ス
へ
進
学
致
し
ま
し

た
。
こ
の
度
は
東
大
駒
場
友
の
会
第
四
一
号
会
報
へ

の
エ
ッ
セ
イ
執
筆
と
い
う
機
会
を
い
た
だ
き
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
私
が
大
学
四
年
間
の
生

活
の
軸
と
し
て
い
た
「
運
動
会
応
援
部
」
と
い
う
課

外
活
動
の
思
い
出
を
エ
ッ
セ
イ
に
纏
め
た
く
存
じ
ま

す
。応

援
部
と
は
、
東
京
大
学
運
動
会
に
属
す
る
総

勢
八
〇
人
強
の
部
活
動
団
体
で
す
。
そ
の
中
に
は
、

楽
器
を
演
奏
す
る
「
吹
奏
楽
団
」、
ダ
ン
ス
や
ス
タ

ン
ツ
と
呼
ば
れ
る
組
体
操
を
披
露
す
る
「
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
ズ
」、
そ
し
て
学
ラ
ン
を
着
て
発
声
や
拍
手
で

応
援
を
先
導
す
る
「
リ
ー
ダ
ー
」
の
三
つ
の
パ
ー
ト

が
あ
り
ま
す
。
荘
厳
た
る
東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、
大
声
で
歌
い
、
踊
り
、
楽
器
や
太
鼓
を
鳴
ら

し
、学
生
を
全
力
で
応
援
す
る
集
団
が
い
る
こ
と
は
、

ま
さ
に
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
そ
の
不
可

解
さ
に
興
味
を
持
ち
、
気
づ
け
ば
「
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

ズ
」
パ
ー
ト
と
し
て
応
援
部
に
足
を
踏
み
入
れ
て
い

ま
し
た
。

運
動
会
応
援
部
の
主
た

る
活
動
は
、
そ
の
文
字
通

り
「
運
動
会
の
部
活
動
・

東
大
生
を
応
援
す
る
こ
と
」

で
す
。
私
が
入
部
し
た

二
〇
一
九
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
な

く
、
選
手
や
大
勢
の
観
客

の
間
近
で
応
援
を
し
て
い

ま
し
た
。
明
治
神
宮
野
球

場
で
は
打
球
音
に
負
け
な

い
声
量
で
応
援
し
、
サ
ッ

カ
ー
場
で
は
コ
ー
ト
を
縦
横
無
尽
に
行
き
交
う
選
手

一
人
一
人
に
エ
ー
ル
を
送
り
、
川
辺
で
は
水
の
涼
し

さ
を
掻
き
消
す
よ
う
な
熱
量
で
漕
艇
部
を
応
援
し

ま
す
。
活
動
の
中
で
熱
気
に
満
ち
た
会
場
や
試
合
か

ら
生
ま
れ
る
感
動
の
素
晴
ら
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

し
か
し
二
〇
二
〇
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

流
行
に
よ
り
、
全
て
の
対
面
活
動
が
制
限
さ
れ
ま
し

た
。春
や
夏
の
応
援
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
は
全
て
中
止
、

練
習
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
、
秋
以
降
も
応
援
す
る

上
で
様
々
な
制
限
が
課
さ
れ
ま
し
た
。
難
し
い
状
況

下
で
も
応
援
部
を
存
続
し
、
で
き
る
限
り
選
手
に
寄

り
添
っ
た
応
援
を
展
開
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
の

背
中
に
憧
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
二
〇
二
二
年
、
私
は
応
援
部
三
パ
ー
ト
全

体
の
主
将
に
就
任
し
ま
し
た
。
応
援
部
七
五
年
の
歴

史
の
中
で
初
め
て
女
性
が
主
将
に
就
任
し
た
と
い
う

こ
と
で
、
最
初
は
部
内
外
で
批
判
の
声
が
上
が
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
皆
様
快

く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
後
輩
た
ち
は
皆

コ
ロ
ナ
禍
で
入
学
し
て
き
た
た
め
、
ど
う
し
た
ら
応

援
部
の
コ
ロ
ナ
以
前
の
よ
う
な
伝
統
を
引
き
継
ぐ
こ

と
が
で
き
る
の
か
苦
悩
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
先
輩
方
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
関
係
者
の
皆

様
の
お
か
げ
で
、
コ
ロ
ナ
以
前
に
近
い
形
で
の
応
援

も
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
応
援
部
三
パ
ー

ト
を
ま
と
め
、
東
大
運
動
部
の
活
躍
、
勝
利
を
目
標

に
、
引
退
ま
で
駆
け
抜
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、同
年
に
は
「
地
方
出
身
の
女
子
東
大
生
」

と
し
て
も
多
く
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
一
年

間
で
し
た
。
東
京
大
学
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
の
素
敵
な
計
ら

い
に
よ
り
、
応
援
部
「
主
将
」
と
し
て
地
元
長
野
県

松
本
市
の
市
長
に
表
敬
訪
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、「
地
方
出
身
の
東
京
大
学
の
学
生
」

と
し
て
、
母
校
で
講
演
会
を
企
画
し
て
い
た
だ
い
た

り
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上

げ
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
機
会
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
「
東
京
大
学
に
進
学
を
希
望
す

る
女
子
生
徒
や
地
方
生
徒
を
励
ま
し
、
東
京
大
学
の

多
様
性
促
進
に
貢
献
し
た
」
と
し
て
評
価
さ
れ
、「
東

京
大
学
運
動
会
応
援
部
初
の
女
性
主
将
と
し
て
の
活

躍
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
、
二
〇
二
二
年
度
の

総
長
大
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
応
援
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部
の
理
解
あ
る
先
輩
方
や
同
期
、
後
輩
を
は
じ
め
、

関
係
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
け
た

か
ら
こ
そ
い
た
だ
け
た
も
の
だ
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。私

は
応
援
部
が
大
好
き
で
す
。
こ
の
四
年
間
で
本

当
に
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
青
春
を
謳

歌
し
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
部
活
を
す
る
中
で

楽
し
か
っ
た
こ
と
、
悔
し
か
っ
た
こ
と
、
悩
み
も
が

い
た
こ
と
、
一
つ
一
つ
が
大
切
な
思
い
出
で
、
私
の

中
に
生
き
続
け
て
お
り
ま
す
。

私
は
今
年
四
月
よ
り
社
会
人
と
な
り
ま
し
た
が
、

東
京
大
学
・
そ
し
て
応
援
部
に
て
頂
い
て
き
た
沢
山

の
ご
恩
を
社
会
に
還
元
で
き
る
よ
う
、
邁
進
し
て
参

り
ま
す
。

（
教
養
学
科
超
域
文
化
科
学
分
科
表
象
文
化
論
コ
ー
ス
）

金
曜
講
座
二
〇
二
三
年
度
・ 

 

冬
学
期（
Ａ
セ
メ
ス
タ
ー
）

東
京
大
学
教
養
学
部
主
催
「
高
校
生
と
大
学
生

の
た
め
の
金
曜
特
別
講
座
」
は
二
◯
二
三
年
度
・

冬
学
期
（
Ａ
セ
メ
ス
タ
ー
）
も
会
員
の
皆
様
に
受

講
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
た
だ
し

二
◯
二
四
年
度
・
夏
学
期
以
降
も
継
続
し
て
金
曜

講
座
を
受
講
可
能
か
ど
う
か
は
現
段
階
で
は
未
定

で
す
）

受
講
希
望
の
方
はhttps://bit.ly/3rU

S
tsX

ま

た
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
フ
ォ
ー
ム
よ
り
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受

付
手
続
き
に
日
数
を
要
す

る
た
め
、
直
前
に
お
申
し

込
み
い
た
だ
い
て
も
講
座

の
受
講
に
間
に
合
わ
な
い

可
能
性
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト 

 

リ
ニュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ

か
ね
て
よ
り
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
の
リ
ニュ
ー
ア
ル
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
。
移
行
期

間
中
は一部
機
能
の
停
止
で
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
い

た
し
ま
し
た
。

リ
ニュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、
新
サ
イ
ト
に
ロ
グ
イ
ン
す
る

た
め
の
新
し
い
パ
ス
ワ
ー
ド
を
設
定
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
新
パ
ス
ワ
ー
ド
に
関
す
る
手
続
き
と
そ
の
方

法
に
つ
い
て
、
近
日
中
に
メ
ー
ル
で
ご
案
内
を
差
し
上

げ
ま
す
の
で
ご
対
応
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
駒
場
博
物
館

駒
場
博
物
館
で
は
九
月
三
◯
日
か
ら

　
「
つ
な
が
る
か
た
ち
展
03
」

 

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

会
期
：
二
◯
二
三
年

九
月
三
◯
日
（
土
）〜
十
一
月
二
六
日
（
日
）

開
館
時
間
：
十
時
〜
十
七
時

休
館
日
：
毎
週
火
曜
日

入
館
無
料

（
ご
来
場
に
関
す
る
最
新
情
報
を
事
前
に
駒

場
博
物
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
）

http://m
useum

.c.u-tokyo.
ac.jp/index.htm

l
◆
友
の
会
主
催
行
事
の
ご
案
内

＊
味
覚
の
ア
ト
リ
エ
＠
駒
場 

（
十
一
月
二
日
予
定
）

※
現
地
で
の
開
催
予
定
。

申
し
込
み
方
法
等
、
詳
細
は
後
日
当
会
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。

＊
秋
の
講
演
会 

（
十
一
月
十
八
日
予
定
）

「
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
展
」
を
終
え
て
│
芸
術
の

饗
宴
が
も
た
ら
す
も
の

三
浦
篤
氏
（
大
原
美
術
館
館
長
、
東
京
大
学

名
誉
教
授
）

※
現
地
で
の
開
催
予
定
。

申
し
込
み
方
法
等
、
詳
細
は
後
日

当
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
第
七
四
回 

駒
場
祭

十
一
月
二
四
日
（
金
）〜
二
六
日
（
日
）

詳
細
は
駒
場
祭
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.kom

abasai.net/74/pre/

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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＜一般会計＞

(単位：円)

予　算　額 決　算　額 差　　異 備考

Ⅰ　事業活動収支の部

　1．事業活動収入

(1)	会費収入 ①通常会員会費収入 1,600,000 1,815,000 △	215,000

②会友会費収入 6,900,000 6,924,000 △	24,000

③終身会員会費収入 300,000 359,000 △	59,000

　　　　会費収入計 8,800,000 9,098,000 △	298,000 注１

(2)	寄付金収入 ①学生のための寄付金収入 3,200,000 3,629,000 △	429,000

　　　　寄付金収入計 3,200,000 3,629,000 △	429,000

(3)	事業収入 ①保護者と教養学部長との懇談会 0 0 0

②活動報告会 0 0 0

③食関連セミナー 250,000 274,500 △	24,500

④秋の講演会 50,000 0 50,000

⑤秋の文化イベント（父母向け） 50,000 0 50,000

⑥カレンダー事業 150,000 153,920 △	3,920

　　　　事業収入計 500,000 428,420 71,580

(4)	その他収入 ①受取利息収入 200 141 59

②雑収入 1,800 500 1,300

　　　　その他収入計 2,000 641 1,359

　　　　　　事業活動収入　計 12,502,000 13,156,061 △	654,061

　２．事業活動支出

(1)	事業費支出 ①給料手当支出 1,300,000 1,300,000 0

②臨時雇賃金支出 0 0 0

③福利厚生費支出 400,000 400,000 0

④会議費支出 200,000 65,480 134,520

⑤旅費交通費支出 10,000 0 10,000

⑥通信運搬費支出 800,000 735,830 64,170

⑦消耗品費支出 250,000 90,097 159,903

⑧印刷製本費支出 800,000 789,321 10,679

⑨賃借料支出 50,000 0 50,000

⑩委託費支出 600,000 594,551 5,449

⑪諸謝金支出 190,000 188,900 1,100

⑫寄付支出 3,500,000 3,293,385 206,615

⑬雑支出 40,000 7,755 32,245

　　　　事　業　費　支　出　計 8,140,000 7,465,319 674,681

(2)	管理費支出 ①給料手当支出 600,000 600,000 0

②臨時雇賃金支出 0 0 0

③福利厚生費支出 10,000 5,214 4,786

④会議費支出 80,000 43,600 36,400

⑤旅費交通費支出 2,000 0 2,000

⑥通信運搬費支出 350,000 311,077 38,923

⑦消耗品費支出 150,000 52,929 97,071

⑧印刷費支出 130,000 124,986 5,014

⑨光熱水料費支出 160,000 156,075 3,925

⑩事務室賃借料支出 220,000 215,876 4,124

⑪会員証作成費支出 400,000 290,263 109,737

⑫入会勧誘活動費支出 200,000 194,293 5,707

⑬会費等振込料負担金支出 730,000 727,281 2,719

⑭委託報酬支出 1,110,000 1,109,778 222

⑮雑支出 10,000 4,290 5,710

　　　　管　理　費　支　出　計 4,152,000 3,835,662 316,338

　　　　　　事業活動支出　計 12,292,000 11,300,981 991,019

　　　　　　　　事業活動収支差額 210,000 1,855,080 △	1,645,080

Ⅱ　投資活動収支の部

　１．投資活動収入

　　　　　　投資活動収入　計 0 0 0

　２．投資活動支出

(1)固定資産取得支出 ①ソフトウェア取得支出 1,000,000 0 1,000,000 注２

　　　　　　投資活動支出　計 1,000,000 0 1,000,000

　　　　　　　　投資活動収支差額 △	1,000,000 0 △	1,000,000

Ⅲ　財務活動収支の部

　１．財務活動収入

　　　　　　財務活動収入　計 0 0 0

　２．財務活動支出

　　　　　　財務活動支出　計 0 0 0

　　　　　　　　財務活動収支差額 0 0 0

(140,000)

860,000 860,000 注３

　　　　　　　　税引前当年度収支差額 △	1,650,000 1,855,080 △	3,505,080

　　　　　　　　法人税、住民税及び事業税 70,000 70,000 0

　　　　　　　　当年度収支差額 △	1,720,000 1,785,080 △	3,505,080

　　　　　　　　前年度繰越収支差額 10,684,143 10,684,143 0

　　　　　　　　次年度繰越収支差額 8,964,143 12,469,223 △	3,505,080

注２：新WEBサイトの構築が遅れており、支出は2023年度に持ち越し

注３：予備費使用額　◆事業費支出：諸謝金支出40,000

Ⅳ　予備費支出

注１：会費収入に含まれている前年度前受金額は、通常会員会費収入770,000円、会友会費収入2,992,000円です。

　　　　　　　　　		◆管理費支出：福利厚生費支出10,000　印刷費支出10,000　光熱水費支出40,000　会議費支出30,000　委託費支出10,000

収	支	計	算	書
２０２２年４月１日から２０２３年３月３１日まで

勘　　定　　科　　目

  
＜一般会計＞


